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table，すなわち subjects, globals, session, summaryそれぞれの変数の基本的な概念と相互関係
について整理し，提示した。（飯田，2006）


















タンを画面上で押した瞬間に実行される。このやり取りを z-Tree上で実現する際，contract list 
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表している。contract creation box（図上では contract makerと表示されている）にぶら下げら
れた入力アイテム「提示する販売価格：IN」が提示価格の入力を受け付ける。入力された値
は入力決定ボタンを押した瞬間に contracts tableの変数Priceに格納される。（contracts creation 
boxの入力で受け付けられるのは contracts table上で定義されている変数だけであり，また
contracts table上の変数の入力が出来るのも contract creation boxにおいてのみである。














値はsubject table上に置いて管理する。こうしたcontracts tableに属さない tableの変数もボタン
に付随するプログラムボックス内で扱うことができる。
3.　contracts tableの意義
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contracts tableの行は被験者が contract creation boxを通じて変数に数値を新たに入力する度に
書き足される。例えばダブルオークションで売り手の誰かが価格提示を行うとする。図1のプ
ログラム例で売り手の被験者が入力アイテムから数値 Priceを入力し，ボタンを押すと，その
数値が新たに格納される場所として contracts tableに記録の行が一行増え，そこに contracts 
tableで利用が宣言されている他のすべての変数が代入される場所も作られる。これは xlsファ
イルの表では価格が入力される度に行が一行増え，変数 Priceの列にその価格が書き込まれる












table上の変数 Subjectの値がここに代入される。ここで注意すべきは，Subjectが subjects table
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contract creation boxから価格 Priceを入力するプログラムを作成するとき，ボタンのプログラ
ムボックスにその価格がオープンである（買い手 Buyerが決まっていないことを示す）フラグ
として Buyer=-1;と記入すれば，入力した価格 Priceを含む新しい行が contracts tableに書き
加えられ，その行のBuyerの列にはその時点では -1という数値が代入される。
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よび飯田，2006を参照されたい。）contract creation box，contract list boxにつけたボタンには，



















して Buyerの初期値を -1にするとしよう。そのために backgroundのプログラムボックスで
Buyer=-1;と宣言してあったとする。しかしこの初期値の設定は，変数の宣言という意味はあ














ACTA HUMANISTICA ET SCIENTIFICA
UNIVERSITATIS SANGIO KYOTIENSIS




























































ACTA HUMANISTICA ET SCIENTIFICA
UNIVERSITATIS SANGIO KYOTIENSIS





















た値が送信されず，値の送り先が chat boxと同じ contracts tableである boxすなわち，contract 
creation boxを使ってメッセージの入力を受け付け，chat coxはチャット内容の表示にだけ使う
のである。
chat boxを表示専用に使うには，box内の Input varを空欄にすればよい。（図4，①）




















z-Treeはデフォルトの tableのほかに，メニューの Treatment->New Tableで実験者が独自の
Tableを作成できる。これを用いて例えばmessageという tableを作成し，設定項目を contract 
tableと同じにする（図7）。そのうえで chat boxの Table欄にmessageを指定し，（図4，②），
同じくチャットで使う contract creation boxの Table欄も同様に指定すれば，message tableに
図4　日本語チャットに適した設定1：chat box
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筆者のWebページに掲載している。）一点注意すべきはこの contracts.new{ }を contracts table
ではなく subjects tableのプログラムボックスで使う必要があることである。これはそもそも
仕様として contracts table上で contracts.newが機能しない仕様であるためだが，subjects table
のプログラムボックスの中で実行することによって，スコープオペレーターだけでクリック，
ドラッグした当該被験者の subject table上の数値を拾って contracts tableに引き渡すことがで
きるという利便があることを考えると，意味のある仕様だといえるだろう。
12.　終わりに
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Features and applications of the contracts table in z-Tree
Yoshio IIDA
Abstract
This paper explains features of z-Tree variables, focusing on the contracts table, which is one of five types of 
variable tables. The contracts table contains variables and was initially implemented to record subjects’ offers 
and decisions within auction experiments. z-Tree has been expanding functions. The contracts table is suitable 
for recording the results of some of the expanded functions, such as online chat and interactive graphics. As ex-
perimental design becomes increasingly diverse and complicated, the importance of this table increases. First, 
this paper explains features of the contracts table and how to apply these features to recently expanded functions. 
Second, the paper discusses ways of coping with problems with chatting in Japanese and the points that program-
mers should note when they use the contracts table for recording the results of continuous-time interactive 
game experiments.
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